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 一般社団法人シニア社会学会・事務局 ２０１２年８月 22 日 

 

１．本年度連続講座『後悔しない終活のために』参加者募集中 
 本年（２０１２年度）の連続講座について参加者の募集をしています。参加は各回ごとに自

由にお選びいただけます。従来と同様、６回全講座の一括申し込みも割引参加費にてお受けし

ます。 

ホームページでも随時お知らせしますのでご参照ください。お申し込みもできます。 

 《 20１２年度 シニア社会学会・連続講座参加者募集（ケーキ、コーヒーor 紅茶付き） 》 

（１）全体テーマ：『後悔しない終活のために』 

  各回テーマと講師 

  ・第 1 回 ２０１２年 ９月２９日(土)「悔いのない老後の経済設計」（牛嶋信治） 

  ・第 2 回 ２０１２年１０月 ６日(土)「最期まで暮らせる家」（天野 彰） 

  ・第 3 回 ２０１２年１１月１０日(土)「介護が必要になったら」（望月幸代） 

  ・第 4 回 ２０１２年１２月 ８日(土)「最期まで自分らしく生きるために 

～私の生き方ノートを活用して」（渡辺敏恵） 

  ・第 5 回 ２０１３年 １月２６日(土)「安心の遺言書」（加藤 隆） 

  ・第 6 回 ２０１３年 ２月２３日(土)「その人らしい葬儀と墓」（荒井浩道） 

（２）場 所 ：東京銀座・資生堂 ９Ｆホール 

（３）開催要領：各回とも、１４時～１６時の開催。募集人数は最大 45 名。 

        各回の参加費は、会員２，５００円、非会員３，０００円。 

        ６回分一括前納の場合、会員１２，０００円、非会員１５，０００円。 

（参加証を発行いたします） 

        （一括前納の申し込みは、９月２１日（金）までの受け付けとなります） 

※お申し込みは、①氏名、②参加の講座、③連絡先を明記し、ｅメール、ＦＡＸで事務局まで。 

※参加費は、当日、会場にてお支払いください。 

（６回分一括前納は事前のお振込をお願いします） 

※今後とも各回ごとに JAAS News などで随時お知らせいたしますので、ご家族やご友人な 

どにもお声掛けをお願いいたします。多数の方のご参加をお待ちしております。       

（事務局担当 鈴木） 

 

２．第１１回大会 基調講演「東日本大震災と地域再生」 
佐藤 滋（早稲田大学理工学術院教授、前日本建築学会会長） 

統一テーマに対して、現地の調査や住民との対話を踏まえて建築家の立場から講演をいただ
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いた。復興への提言の基本スタンスは、“まちづくり市民連合”。行政の役割は重要であるが、

住民の行政への過度な依存も避けなければならない。復興ビジョンのイメージ創造を前提に住

民と行政の役割分担と連携が必要とされるというフレームワークが強調された。 

レジュメで提示された講演要旨は以下の項目であった。 

１．東日本大震災とは何か？ 

２．被災から復興への２１世紀の初頭という時代 

３．復興のための原則 

４．復興と地域再生のための５つのビジョン 

５．被災後一年 基盤復興計画から見えてきた課題 

６．動き出した復興まちづくり―事例から見る復興と地域再生 

 古くは関東大震災、そして近年の新潟中越地震や阪神淡路大震災の経験から、震災復興を誤

解を恐れず前向きにとらえれば、まちづくりのチャンスでもあることが添えられた。 

 レジュメ要旨を踏まえつつ、講演では過去の経験には無い大きな相違点の存在も指摘された。

それは、原発の事故である。津波の被災地と原発被災地ではその様相に大きな違いがある。す

でに津波被災地ではその後の時間が動き始めているが、原発被災地では見通しのつかない長期

の避難が余儀なくされていて、そこではあの日以来、時間が止まっている。 

 そのこと故に、浪江町の人達との対話の中で原発災害に対する受け止め方を見ると、世代に

よる差が存在し、元の居住地に戻るのか新たな居住地を模索するのか、が分かれる。当面の避

難と今後の生業再構築について、住民の描くイメージが世代によって異なるという実情がある。

この実情を踏まえつつ、「２０××年」の浪江町を描いて“リトルナミエ”とでも言えるビジ

ョンを作ってまちづくりシナリオを共有しながら地域再生の実現を提案したい。 

 

３．研究会からのお知らせ  

◆「シニアの ICT 活用研究会」開催のご案内 

当学会では早くから「ICT（情報通信技術）を活用した高齢者の孤立防止」をテーマに、外

部の助成金を得て社会実験などのアクションリサーチを重ねてきました。 

本研究会では、これまで積み上げてきた調査研究を総括するとともに、高齢者が社会とつな

がり続けるための ICT の果たす新たな可能性について検討していきます。同時に、日本ではそ

の手法や結果の分析方法が確立されていない社会実験などの質的研究法についても検討を行

っていきたいと考えます｡ 

シニア社会学会の会員に留まらず、本テーマに関心をもたれる多くの方のご参加をお待ちし

ております！  

 

開催は原則的に毎月第二月曜日の 17～19 時を予定しております。 

連休と重なる 10 月は第一月曜日の 10 月 1 日(月)に開催します｡ 

本年度の第一回は下記の要領で行います。  

１）話題提起：袖井孝子氏からアクションリサーチについてのご報告  

２）日時：2012 年 9 月 10 日(月) 17:００～19:００  

３）参加費：500 円  

４）場所：(公財)ダイヤ高齢社会研究財団 会議室  

新宿区新宿一丁目 34 番 5 号直田ビル 3 階 http://dia.or.jp/access/  
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５）参加のご連絡およびご質問については、澤岡詩野までご連絡ください。 

e メール ：sawaoka@dia.or.jp   電話：03-5919-1631 

 

◆第６０回社会保障研究会報告の報告 

１)日時：２０１２年７月２６日(木) １８:００～ 

２)場所：高齢者生活協同組合会議室 

３)講師：梅澤嘉一郎氏(川村学園女子大学教授) 

４)テーマ：「災害とソーシヤルワーク」～ソーシャルワークの定義に関連して～ 

東日本大震災は被災者だけでなく、すべての国民に、これまでの生活を根本から見つめ

なおす機会となった。福祉教育に携わる者の一人として、これまでの研究や実践において、

「人と環境の接点に介入する」というソーシヤルワークの定義が果たして生かされてきた

のかとの反省も迫られている。ソーシヤルワークの定義を再確認し、女子大生によるアン

ケート結果の年度比較から、大震災後には、節電意識や自然エネルギーへの関心が高まり、

死生観や家族観にも変化が見られることが明らかにされました。 

参加者からは、最近の福島の現状、福島からの避難者への支援にあたっている会員から

の報告等もあり大変有益な会となりました。                      (梅澤嘉一郎 記) 

 

◆第６１回社会保障研究会のお知らせ 

１)日時：２０１２年９月２０日(木) １８:００～ 

２)場所：高齢者生活協同組合会議室 

３)講師：皆川靱一氏（北欧社会研究所代表・元共同通信論説委員） 
４)テーマ：北欧福祉国家の“原点”はヴァイキングにあり 
 お問い合わせ、参加申込は事務局佐藤[fujiko11kasei11ocha@yahoo.co.jp]までご連絡下さい。 
 

◆第６回｢シニア社会の正義｣研究会のご案内  

１）日 時 ： ９月１０日（月） １６:３０～１８:３０ 

２）場 所 ： 早稲田大学国際会議場４階第７共同研究室 

３）テーマ ： M・サンデル著『これからの｢正義｣の話をしよう』第３章を読んで、 

   その要約と問題提起 

   発表者 ： 土岐啓子さん 

４）その他 : 研究会参加費として３００円を徴収させていただきます。 

           お問い合わせ等は、事務局島村までお願いします。 

 

４．シニア・ニュース  
◆シニアいきいきライフセミナーのご案内 
 ”高齢者が超高齢社会をささえる” シニアライフ・アドバイザーの育成 

日程 ９月５日～２６日の毎週水曜日（全４回）午後１時３０分～３時３０分 
第１回  「鬼退治しない桃太郎ー衝突し合う正義は回避できるかー」 

講師 濱口 晴彦 （シニア社会学会副会長） 
第２回  ①「助けあう心 市民による市民のための地域福祉の活動」 
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②「相模原市の高齢者の生きがいづくり」 
第３回  「少子化する高齢社会の克服 元気なシニアの底力」 
第４回  ①「おもちゃの病院 子どもたちの笑顔が診療報酬と活力に」 

②「今、地域がおもしろい 隣人祭り（フランス発祥）」 
主催 ＮＰＯ法人ビューティフルエージング協会 
後援 相模原市・一般社団法人シニア社会学会 
会場 相模原市けやき会館（市役所から徒歩２分) 
問合せ先：０９０―２７４８―６６５８(佐伯) 

 

◆第２５回リセンス学級会 開催のご案内 

 ８月のリセンス学級会では死刑制度とはなにか、被害者、加害者双方の視点から、皆様とご

一緒に考えたいと思います。 

ぜひお誘い合わせの上、ご参加くださいませ。 

１）テーマ『母を殺した死刑囚の父へ』 

２）講師： 大山寛人さん 

３）日時：２０１２年８月２７日（月） １９:００－２０:３０（開場１８:３０） 

                      （～２１:００まで延長の可能性あり） 

４）会場 : 『芸能花伝舎』（新宿区西新宿６－１２－３０）（旧淀橋第三小学校） 

丸ノ内線「西新宿駅」出口２から徒歩6分 都営大江戸線「都庁前駅」出口Ａ５から 

徒歩７分（アクセス⇒ http://www.geidankyo.or.jp/12kaden/08access/index.html） 

５）参加費：２，５００円 

６）申込 :  株式会社ブレイン・コミュニケーションズ 

ＴＥＬ：０３－３２８８－６９８１  ＦＡＸ：０３－３２８８－６９８１ 

担当：三田 mita@brain-communications.jp 

 

 

 

 

一般社団法人シニア社会学会・事務局 （月・水・金オープン） 

〒150-0002 東京都渋谷区渋谷３－１５－５ パールビル４階 

電話＆FAX：（03）5778-4728 

e メール：jaas@circus.ocn.ne.jp URL： http://www.jaas.jp/ 

 

  以上 

  


